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令和５年度 第４回 長野市景観審議会記録 （公開用） 

 

日時 令和６年２月７日(水) 

午前 10 時 00 分～午前 10 時 45 分 

場所 市役所第一庁舎７階 第一・第二委員会室 

 

出席委員 13 名 

赤羽委員、久米委員、小林(勝)委員、下﨑委員、石黒委員、北澤委員、 

髙見澤委員、湯本委員、吉澤委員、大日方委員、小林(美)委員、 

渋澤委員、榊原委員 

  

欠席委員 ２名 

小山委員、高瀬委員 

 

１ 開会 

・公開：傍聴希望者無し 

  ・定足数の確認 

・資料の確認 

 

２ 会長挨拶 

 

３ 審  議 

・議題１ 第 37 回長野市景観賞の実施について 

  事務局：これから審議をお願いする。  

     長野市の景観を守り育てる条例で会長が議長を務めることとされて 

おり、会長に議長をお願いする。 

  議 長：それでは、議事を進行する。 

  事務局：【「資料１ 第 37 回長野市景観賞の概要」「資料２ 令和６年度長野市 

景観審議会スケジュール」「資料３ 長野市景観顕彰制度実施要綱】に 

より、概要、スケジュール及び実施要綱について説明。（省略） 

議 長：何か質問や意見はありますか。 

     無ければ説明を踏まえて、第 37 回長野市景観賞の募集を実施していた

だく。 

・議題２ ながの百景追加募集の応募状況について 

事務局：【資料４ ながの百景追加募集応募作品中間報告(１回目)】により、募集 

を開始した昨年 10 月から 12 月末までに応募のあった作品（16 件）の 

報告、募集中のため資料の扱いについての注意喚起及びから応募件数の 

多少について、募集開始から４カ月と日が浅く、季節に影響されること

もあることから、判断が難しい段階であることを説明。（省略） 

議 長：何か質問や意見はありますか。 
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 委 員：応募が挙がってきている状況だが、各住民自治協議会で発行している 

     パンフレット、これは小田切地区のパンフレットになるが、こういう形 

     での推薦はどうなのか。私の住んでいる豊野だと、つつじ山というのが 

有名で、そういうのも入れてみてはどうかと思ったが、いかがか。 

事務局：住民自治協議会の各地区で、景観に係わるパンフレットを作成している

所が多いと思う。例えば今、案内いただいたような小田切や豊野地区、 

他の地区でも地域の皆様から応募いただき、歩いて回ってもらえるよう

なパンフレットを作成している。ご意見いただいたように各地区単位で

代表的なもの、こんなものはどうかという提案があれば、私どもでも 

審議して、審議会のご意見をいただきながら、百景の中に位置付けてい

きたいと思う。広報に関しても更に周知を図り、たくさんの応募をいた

だけるようしていきたいと思っている。 

委 員：よろしくお願いしたい。 

もう１点確認だが、百景の応募に地域にある地蔵が入っているが、長野 

市内に同じ地蔵が相当数あり、私も資料を持っている。それらを全部含 

めて百景に入れるような流れになるのか。 

事務局：委員の皆様のご意見をいただかなければならない内容だと思っている。 

応募をいただく時の１つの観点として、まず景観というところから切り    

取って検討いただくようになる。この地蔵は、委員がおっしゃったよう 

に市内各地に存在するため、包括的に取りまとめず各々を切り取って 

景観という観点から審議いただくことになるかと思う。 

委 員：わかりました。 

議 長：他に意見などありますか。 

      無いようなので、以上の内容を含めて、引き続き募集を実施していた 

だく。 

・議題３ ながの百景の選考について 

事務局：【資料５ 「「ながの百景」追加選考要領(案)」】により、先に選定された 

百景を選考した時の選考要領を踏まえながら、改訂のあった長野市景観 

計画に合わせた表現の見直し、特殊な場合の扱い、現在の百景を用いた 

参考を例示し、どんなものが百景になるのか明確化を図るため、選考対 

象の項目を追加していることを説明。（省略） 

合わせて、示した案に修正・見直しが必要に場合、適切な選考要領が 

用意できるよう、審議会に諮りながら対応することを説明。（省略） 

委 員：選定からだいぶ時間が経ち、選定当初の状況が変わってきているものが 

あると思う。３～５年の歴史の中で、百景としての立場が当初ほど重要 

視されない状況になってしまっているものが出てきているような気がす 

る。そういうものについて、以前に状況が変わって役割を終えたものは、 

リタイヤしていくということも必要といった話があったと思うが、その 

辺はどう進めていったらいいか。 

事務局：今いただいた意見に関して、本年度の４月の審議会において諮問した際
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の実施要領としては、追加募集並びに見直しということを記載していま

すが、この見直しという観点においては、選定時と状況が変化したもの、 

樹木であれば枯れてしまった、選定された場所まで行くことができなく 

なったとか、そういったものは見直しの対象としている。 

ただ、すべて削除して無くしてしまうのではなく、かつての記憶として 

残していきたいということを申し上げた。残し方について、ホームペー 

ジなどで閲覧できるような形態を、今のところ考えている 

     加えて質問があったように、役割を終えたというのはなかなか難しい 

ところがあると思う。選定した時と状況が変わっているものについて、 

状況を調べて変わった所があれば審議会に諮り・報告して、どう取り扱っ 

ていくか選考の中で一緒に考えていきたいと思っている。全て、現状を 

ひと通り調査して報告するというような流れになると思う。 

議 長：よろしいですか。 

委 員：はい。 

議 長：他に意見などありますか。 

     無いようなので、以上の内容を踏まえながら「ながの百景」にふさわ 

しい景観が選考できる基準の整備を進めていただく。 

    以上で、本日の審議は全て終了する。 

 

４ その他  

連絡・説明事項など特に無し 

 

５ 閉会 

  都市整備部長挨拶 

 

 

 


